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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

　

回次
第19期
第２四半期
累計期間

第20期
第２四半期
累計期間

第19期
第２四半期
会計期間

第20期
第２四半期
会計期間

第19期

会計期間

自  平成21年
    ６月１日
至  平成21年
    11月30日

自  平成22年
     ６月１日
至  平成22年
    11月30日

自  平成21年
     ９月１日
至  平成21年
      11月30日

自  平成22年
      ９月１日
至  平成22年
      11月30日

自  平成21年
      ６月１日
至  平成22年
      ５月31日

売上高 (千円) 214,053 285,977 146,995 189,136 529,915

経常利益又は経常損失
（△）

(千円) △33,773 △1,551 1,490 24,077 8

四半期（当期）純利益
又 は 四 半 期 純 損 失
（△）

(千円) △35,363 △4,263 △1,100 24,077 62,561

持分法を適用した場合
の投資利益

(千円) ─ ─ ─ ─ ─

資本金 (千円) ― ― 363,950 363,950 363,950

発行済株式総数 (株) ― ― 12,824 8,900 12,824

純資産額 (千円) ― ― 1,214,1241,142,8781,155,812

総資産額 (千円) ― ― 1,346,2521,240,4251,292,746

１株当たり純資産額 (円) ― ― 96,023.80143,740.19145,366.98

１株当たり四半期（当
期）純利益金額又は１
株当たり四半期純損失
金額（△）

(円) △2,796.89△536.27 △87.01 3,028.205,800.25

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ─ ─ ─ ─ ─

１株当たり配当額 (円) ─ ─ ─ ─ 1,000.00

自己資本比率 (％) ― ― 90.2 92.1 89.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △50,600△120,363 ― ― 102,929

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 4,493 △3,161 ― ― 165,489

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △4 △7,593 ― ― △168,375

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 88,448 103,485 234,603

従業員数 (名) ― ─ 31 34 32
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(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成していないため、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

４　第19期第２四半期累計期間、第20期第２四半期累計期間及び第19期第２四半期会計期間の潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失であるため記載し

ておりません。

５　第20期第２四半期会計期間及び第19期における潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額につい

ては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第２四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

該当事項はありません。

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

　 平成22年11月30日現在

従業員数(人) 34

(注)　従業員数は、兼務役員を除く就業人員であります。
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第２ 【事業の状況】

当社事業は、顧客の決算期である３月に売上計上される受注が多いため、第４四半期会計期間に売上高が
偏重する傾向があることから、各四半期の業績に季節変動があります。

　

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第２四半期会計期間の生産実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

　

品目

当第２四半期会計期間
(自　平成22年９月１日
至　平成22年11月30日)

金額(千円) 前年同四半期比(％)

受託開発 146,780 141.4

合計 146,780 141.4

(注) １　金額は、販売価格によっております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注実績

当第２四半期会計期間における受注状況は次のとおりであります。

　

品目

当第２四半期会計期間
(自　平成22年９月１日
至　平成22年11月30日)

受注高 受注残高

金額(千円)
前年同四半期比

(％)
金額(千円)

前年同四半期比
(％)

受託開発 115,500 84.9 146,546 137.3

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(3) 販売実績

当第２四半期会計期間の販売実績を品目別に示すと次のとおりであります。

　

品目

当第２四半期会計期間
(自　平成22年９月１日
至　平成22年11月30日)

金額(千円) 前年同四半期比(％)

製品売上 168,919 126.7

　 ライセンス販売 32,096 60.8

　 受託開発 136,823 169.9

商品売上 20,216 147.6

合計 189,136 128.7

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　前第２四半期会計期間及び当第２四半期会計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績

に対する割合は次のとおりであります。
　

相手先名

前第２四半期会計期間
(自　平成21年９月１日
至　平成21年11月30日)

当第２四半期会計期間
(自　平成22年９月１日
至　平成22年11月30日)

金額(千円) 割合(％) 金額(千円) 割合(％)

株式会社ＳＴＮｅｔ ─ ─ 80,946 42.8

株式会社ＢＳＮアイネット 57,362 39.0 ─ ─

エヌ・ティ・ティ・インフラネット株式会社 18,993 12.9 22,324 11.8

※１ 上記の金額は、製品売上と商品売上の合計額であります。

２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。　

３ 前第２四半期会計期間の株式会社ＳＴＮｅｔと当第２四半期会計期間の株式会社ＢＳＮアイネットに

ついては、当該割合が100分の10未満のため記載を省略しております。　

　　

２ 【事業等のリスク】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において、当社が判断したものであります。

１．当第２四半期会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動

等、投資家の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある新たな事項

該当事項はありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はあり

ません。

　

２．提出会社が将来にわたって事業活動を継続するとの前提に重要な疑義を生じさせるような事象また

は状況その他提出会社の経営に重要な影響を及ぼす事象

該当事項はありません。
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３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

　

１．提出会社の代表者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する分析・検討内容

(1) 経営成績の状況

当第２四半期会計期間(平成22年９月１日から平成22年11月30日まで)におけるわが国経済は、新興国

需要や各種の政策効果等を背景に持ち直しに向けた動きが見られましたが、依然として雇用情勢は厳し

く、急激な円高の進行やデフレ傾向等の不安要素もあることから先行き不透明な状況が続いております。

このような環境の下において、当社は、地方自治体等に対して地図情報配信サービスの提案を積極的に

行うとともに受託開発の新規案件の獲得に努めました。また、開発工程の改善によるコスト削減や品質の

向上にも注力いたしました。

以上の結果、当第２四半期会計期間の売上高については、GIS基本ソフトウェアの販売が自治体の予算

執行の遅れの影響を受けて低調であったものの、設備管理系のシステム開発を中心に受託開発の受注が

拡大したことや前事業年度に受注した工事進行基準適用の受託開発案件が順調に進捗したことから、

189,136千円（前年同四半期比42,140千円増）と増収になりました。

利益面では、売上高の増収に加えてコスト管理を徹底したことによって受託開発の売上総利益率が向

上したことから営業利益22,155千円（前年同四半期は営業損失2,136千円）、経常利益24,077千円（前年

同四半期比22,586千円増）、四半期純利益24,077千円（前年同四半期は四半期純損失1,100千円）と営業

利益及び四半期純利益は黒字転換を果たしました。

　

(2) 財政状態の分析

当第２四半期会計期間末における資産合計は、1,240,425千円となり、前事業年度末と比較して52,321

千円の減少となりました。これは主に、投資有価証券が137,454千円増加したことや売掛金が84,409千円

増加した一方で、有価証券が35,779千円減少したことや現金及び預金が230,438千円減少したことによる

ものであります。

負債合計は、97,546千円となり、前事業年度末と比較して39,386千円の減少となりました。これは主に、

未払法人税等が43,211千円減少したことによるものであります。

純資産合計は、1,142,878千円となり、前事業年度末と比較して12,934千円の減少となりました。これは

主に、剰余金の処分（配当金の支払）及び四半期純損失の計上により利益剰余金が減少したことによる

ものであります。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は、第１四半期会計期間

末に比べて3,120千円増加し、103,485千円となりました。
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(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期会計期間において営業活動の結果支出した資金は、43,082千円（前年同四半期比

11,349千円減）となりました。これは主に、税引前四半期純利益が24,077千円、たな卸資産の減少額が

16,128千円あった一方で、売上債権の増加額が95,865千円あったことによるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期会計期間において投資活動の結果獲得した資金は、49,996千円（前年同四半期は

55,025千円の支出）となりました。これは主に、投資有価証券の取得による支出が40,635千円あった一

方で、定期預金の払戻による収入が50,000千円、有価証券の償還による収入が40,000千円あったことに

よるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期会計期間において財務活動の結果支出した資金は、3,794千円（前年同四半期比3,793

千円増）でありました。これは、配当金の支払によるものであります。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた

課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第２四半期会計期間における研究開発活動の金額は、3,803千円であります。

なお、当第２四半期会計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

(6) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し 

当社のライセンスの販売先はSI事業者等でありますが、エンドユーザーの多くは地方自治体等の官公

庁であります。近年、地方自治体等においては税収不足により公共投資予算が縮減傾向であることからラ

イセンス販売についてはこの数年間売上が伸び悩んでおります。そのため、当社は、新しい開発環境に対

応したGIS基本ソフトウェア「GeoBase.NET」の販売に併せて、これを利用した受託開発の受注獲得に力

を入れております。

また、ITサービス産業における市場の関心は、IT資産を所有することから利用する方向へと変化しつつ

あり、ソフトウェアやハードウェアを所有せずインターネットを通じて、サービスとして利用する「クラ

ウド・コンピューティング」が今後急速に広がるものと考えられます。当社は、このような市場の変化に

対応するため、ASP方式による地図情報及び位置情報サービスの拡販及び他社と差別化できるサービスの

開発にも注力いたします。その一環として、既に開発を完了した「緊急通報Web型119システム」について

は、官公庁を中心に需要の開拓に努めております。

当社は、当事業年度において、①地図情報配信サービスの拡販及び新たなサービスの開発、②受託開発

における新規案件の獲得と利益率及び品質の向上、③社内教育制度の構築による営業力・技術力・品質

管理力の向上の３項目を特に重要な経営課題として認識し、その対応策を含む事業計画を着実に遂行す

ることにより、売上の拡大と収益力の向上を図ります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期会計期間において、設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 45,000

計 45,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年11月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年1月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,900 8,900
大阪証券取引所
JASDAQ（スタン
ダード）

当社は単元株制度は採用してお
りません。

計 8,900 8,900 ― ―

(注) 「提出日現在発行数」欄には、平成23年１月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の権利行使によ

り発行された株式数は含まれておりません。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

旧商法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

(平成17年８月25日定時株主総会決議・平成17年11月14日取締役会決議)

　

　
第２四半期会計期間末現在
(平成22年11月30日)

新株予約権の数 50個

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―個

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数 50株(注)１

新株予約権の行使時の払込金額 10,850,000円(注)２

新株予約権の行使期間
平成19年８月26日から
平成24年８月25日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発
行価格及び資本組入額

発行価格　　217,000円
資本組入額　108,500円

新株予約権の行使の条件 (注)３

新株予約権の譲渡に関する事項 (注)３

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

　

(平成17年８月25日定時株主総会決議・平成18年４月21日取締役会決議)
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第２四半期会計期間末現在
(平成22年11月30日)

新株予約権の数 50個

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―個

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数 50株(注)１

新株予約権の行使時の払込金額 13,900,000円(注)２

新株予約権の行使期間
平成19年８月26日から
平成24年８月25日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発
行価格及び資本組入額

発行価格　　278,000円
資本組入額　139,000円

新株予約権の行使の条件 (注)３

新株予約権の譲渡に関する事項 (注)３

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

(注) １．当社が株式分割又は株式併合を行う場合、新株予約権の目的となる株式の数は次の算式により調整します。

　調整後株式数＝調整前株式数×分割・併合の比率

なお、調整の結果生ずる１株未満の端数は切り捨てます。

２．新株予約権の行使時の払込金額は、付与対象者(新株発行請求権者)全員が新株発行請求権を行使した場合の

金額を表示しております。

なお、新株予約権発行日後に当社が株式分割又は株式併合を行う場合は、次の算式により払込金額を調整し、

調整による千円未満の端数は切り上げます。

調整後払込金額＝調整前払込金額×
１

分割・併合の比率

また、時価を下回る価額で新株式を発行(旧商法第280条ノ20及び第280条ノ21の規定に基づく新株予約権の行

使の場合を含まない。)又は自己株式を処分するときは、次の算式により払込価額を調整し、調整による１円未

満の端数は切り上げます。

　 　 　 　
既発行株式数＋

新規発行株式数×１株当たり払込金額

調整後払込価額＝調整前払込価額×
新規発行前の１株当たりの時価

既発行株式数＋新規発行株式数

なお、上記株式数において「既発行株式数」とは発行済株式総数から当社の保有する自己株式の総数を控除

した数とし、また、自己株式を処分する場合には、「新規発行株式数」を「処分する自己株式数」に読み替え

るものとします。

また、当社が他社と吸収合併もしくは新設合併を行い本件新株予約権が承継される場合、又は当社が新設分割

もしくは吸収分割を行う場合、当社は必要と認める払込価額の調整を行うことができるものとします。

３．当該ストックオプションに係わる行使の条件は次のとおりであります。

(1) 新株予約権の発行時において当社の取締役又は従業員であった対象者は、新株予約権の行使時において、当

社の取締役又は従業員の地位を保有していることを要する。ただし、任期満了による退任、定年退職その他

正当な理由のある場合はこの限りでない。

(2) 対象者が死亡した場合には、その相続人は本新株予約権を相続することはできない。

(3) 対象者は、新株予約権を第三者に譲渡、質入れ、その他の処分をすることができない。

(4) その他、権利行使の条件は総会決議及び取締役会決議に基づき、当社と対象者との間で締結した「新株予約

権割当契約」により定めるものとする。
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(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年９月１日～
平成22年11月30日

─ 8,900 ― 363,950 ― 353,450

　

(6) 【大株主の状況】

　 　 平成22年11月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社ディキャピタル 大阪府大阪市北区堂島２丁目1-31 1,000 11.24

株式会社ドーン 兵庫県神戸市中央区磯上通２丁目2-21 949 10.66

近　藤　浩　代 兵庫県西宮市 550 6.18

宮　崎　正　伸 大阪府泉大津市 460 5.17

岡　本　茂　明 兵庫県神戸市灘区 375 4.21

西　岡　淳 兵庫県宝塚市 280 3.15

株式会社エストラウム 長野県飯田市松尾城5025-5 277 3.11

有限会社アイピーオー 大阪府大阪市西区靱本町１丁目18-20 248 2.79

村　瀬　渉 静岡県三島市 191 2.15

江　澤　春　生 千葉県千葉市緑区 131 1.47

計 ― 4,461 50.12

(注)  当第２四半期会計期間において株式会社ディキャピタルは新たに主要株主となっております。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成22年11月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式　  　949 ― ─

完全議決権株式(その他) 普通株式　　7,951 7,951 ─

単元未満株式 ─ ― ─

発行済株式総数 8,900 ― ―

総株主の議決権 ― 7,951 ―

　

② 【自己株式等】

　 　 平成22年11月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社ドーン
神戸市中央区磯上通２丁
目２番21号

949 ─ 949 10.66

計 ― 949 ─ 949 10.66

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月

最高(円) 52,00074,50055,50051,00049,00053,600

最低(円) 42,40045,00045,70042,00042,50048,000

(注)　最高・最低株価は、平成22年10月12日より大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）におけるものであり、そ

れ以前は大阪証券取引所ニッポン・ニュー・マーケット「ヘラクレス」におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期会計期間(平成21年９月１日から平成21年11月30日まで)及び前第２四半期累計期間

(平成21年６月１日から平成21年11月30日まで)は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第２四半期

会計期間(平成22年９月１日から平成22年11月30日まで)及び当第２四半期累計期間(平成22年６月１日か

ら平成22年11月30日まで)は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期会計期間(平成21年９月１日か

ら平成21年11月30日まで)及び前第２四半期累計期間(平成21年６月１日から平成21年11月30日まで)に係

る四半期財務諸表並びに当第２四半期会計期間(平成22年９月１日から平成22年11月30日まで)及び当第２

四半期累計期間(平成22年６月１日から平成22年11月30日まで)に係る四半期財務諸表について、東陽監査

法人により四半期レビューを受けております。

　

３  四半期連結財務諸表について

当社は子会社を有していないため、四半期連結財務諸表を作成しておりません。　
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

当第２四半期会計期間末
(平成22年11月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 554,846 785,285

売掛金 165,595 81,185

有価証券 28,710 64,489

仕掛品 8,298 8,542

貯蔵品 7,197 3,773

その他 24,205 23,059

貸倒引当金 △165 △81

流動資産合計 788,687 966,255

固定資産

有形固定資産

建物（純額） ※1
 1,276

※1
 1,374

工具、器具及び備品（純額） ※1
 10,008

※1
 11,477

有形固定資産合計 11,284 12,851

無形固定資産

ソフトウエア 5,160 6,638

ソフトウエア仮勘定 2,345 1,920

その他 230 241

無形固定資産合計 7,737 8,799

投資その他の資産

投資有価証券 329,851 192,396

繰延税金資産 4,311 3,848

その他 101,924 111,966

貸倒引当金 △3,372 △3,372

投資その他の資産合計 432,715 304,839

固定資産合計 451,737 326,490

資産合計 1,240,425 1,292,746
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(単位：千円)

当第２四半期会計期間末
(平成22年11月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年５月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 23,411 20,930

賞与引当金 6,243 －

未払消費税等 3,046 5,297

未払法人税等 428 43,639

その他 36,097 38,305

流動負債合計 69,226 108,172

固定負債

長期未払金 27,732 27,732

その他 588 1,029

固定負債合計 28,320 28,761

負債合計 97,546 136,933

純資産の部

株主資本

資本金 363,950 363,950

資本剰余金 353,450 365,070

利益剰余金 461,475 613,383

自己株式 △36,594 △187,908

株主資本合計 1,142,281 1,154,495

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 597 1,316

評価・換算差額等合計 597 1,316

純資産合計 1,142,878 1,155,812

負債純資産合計 1,240,425 1,292,746
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(2)【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成21年６月１日
　至 平成21年11月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成22年６月１日
　至 平成22年11月30日)

売上高 ※2
 214,053

※2
 285,977

売上原価 151,887 186,999

売上総利益 62,166 98,977

販売費及び一般管理費 ※1
 100,238

※1
 104,870

営業損失（△） △38,072 △5,892

営業外収益

受取利息 1,726 721

受取配当金 9 9

有価証券利息 1,423 2,965

助成金収入 1,780 615

その他 325 28

営業外収益合計 5,264 4,340

営業外費用

投資事業組合運用損 933 －

貸倒引当金繰入額 31 －

営業外費用合計 965 －

経常損失（△） △33,773 △1,551

特別利益

固定資産売却益 831 －

投資有価証券売却益 1,000 －

特別利益合計 1,831 －

特別損失

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 2,700

社葬費用 3,421 －

特別損失合計 3,421 2,700

税引前四半期純損失（△） △35,363 △4,251

法人税等 － 12

四半期純損失（△） △35,363 △4,263
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【第２四半期会計期間】
(単位：千円)

前第２四半期会計期間
(自 平成21年９月１日
　至 平成21年11月30日)

当第２四半期会計期間
(自 平成22年９月１日
　至 平成22年11月30日)

売上高 ※2
 146,995

※2
 189,136

売上原価 100,575 113,517

売上総利益 46,419 75,618

販売費及び一般管理費 ※1
 48,555

※1
 53,463

営業利益又は営業損失（△） △2,136 22,155

営業外収益

受取利息 814 324

有価証券利息 741 1,597

助成金収入 1,780 －

その他 321 －

営業外収益合計 3,658 1,922

営業外費用

貸倒引当金繰入額 31 －

営業外費用合計 31 －

経常利益 1,490 24,077

特別利益

固定資産売却益 831 －

特別利益合計 831 －

特別損失

社葬費用 3,421 －

特別損失合計 3,421 －

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △1,100 24,077

四半期純利益又は四半期純損失（△） △1,100 24,077

EDINET提出書類

株式会社ドーン(E05289)

四半期報告書

17/28



(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成21年６月１日
　至 平成21年11月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成22年６月１日
　至 平成22年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △35,363 △4,251

減価償却費 9,542 5,310

固定資産売却損益（△は益） △831 －

投資有価証券売却損益（△は益） △1,000 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 36 84

受取利息及び受取配当金 △1,735 △730

有価証券利息 △1,423 △2,965

投資事業組合運用損益（△は益） 933 －

賞与引当金の増減額（△は減少） 5,714 6,243

売上債権の増減額（△は増加） △4,607 △84,409

たな卸資産の増減額（△は増加） △6,250 △3,179

仕入債務の増減額（△は減少） △8,614 2,481

前払費用の増減額（△は増加） 155 △639

差入保証金の増減額（△は増加） － 2,650

未払金の増減額（△は減少） △3,249 △1,622

預り金の増減額（△は減少） △1,155 △2,129

未払消費税等の増減額（△は減少） 131 △2,250

前受収益の増減額（△は減少） △3,237 △3,420

その他 △5,177 7,109

小計 △56,130 △81,721

利息及び配当金の受取額 3,344 3,934

法人税等の支払額 △942 △42,576

法人税等の還付額 3,128 －

営業活動によるキャッシュ・フロー △50,600 △120,363

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 － 100,000

長期預金の払戻による収入 50,000 －

投資有価証券の取得による支出 △60,472 △143,935

投資有価証券の売却による収入 11,000 －

有価証券の償還による収入 10,000 40,000

有形固定資産の取得による支出 △4,464 △1,157

無形固定資産の取得による支出 △3,049 △4,330

貸付金の回収による収入 119 6,261

出資金の分配による収入 495 －

その他 864 －

投資活動によるキャッシュ・フロー 4,493 △3,161
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(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成21年６月１日
　至 平成21年11月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成22年６月１日
　至 平成22年11月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △4 △7,593

財務活動によるキャッシュ・フロー △4 △7,593

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △46,112 △131,118

現金及び現金同等物の期首残高 134,560 234,603

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 88,448

※
 103,485
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　
当第２四半期累計期間
(自　平成22年６月１日
至　平成22年11月30日)

１　会計処理基準に関する事

項の変更

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

　第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準

第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指

針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。

　これにより、当第２四半期累計期間の営業損失及び経常損失はそれぞれ150千

円増加し、税引前四半期純損失は2,850千円増加しております。

　

【表示方法の変更】

該当事項はありません。

　

【簡便な会計処理】

該当事項はありません。

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

　
当第２四半期累計期間
(自　平成22年６月１日
至　平成22年11月30日)

１　税金費用の計算 　税金費用については、当第２四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利

益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利

益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

　

【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　
当第２四半期会計期間末
(平成22年11月30日)

前事業年度末
(平成22年５月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額

建物 2,465千円

工具、器具及び備品 20,232千円

※１　有形固定資産の減価償却累計額

建物 2,368千円

工具、器具及び備品 17,605千円
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(四半期損益計算書関係)

第２四半期累計期間

前第２四半期累計期間
(自　平成21年６月１日
至　平成21年11月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成22年６月１日
至　平成22年11月30日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

給料手当 42,772千円

貸倒引当金繰入額 4千円

賞与引当金繰入額 2,229千円

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

給料手当 45,133千円

貸倒引当金繰入額 84千円

賞与引当金繰入額 2,639千円

※２　当社事業は、顧客の決算期である３月に売上計上さ

れる受注が多いため、第４四半期会計期間に売上高

が偏重する傾向があることから、各四半期の業績に

季節的変動があります。

※２　　同左

　

第２四半期会計期間

前第２四半期会計期間
(自　平成21年９月１日
至　平成21年11月30日)

当第２四半期会計期間
(自　平成22年９月１日
至　平成22年11月30日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

給料手当 20,424千円

貸倒引当金繰入額 75千円

賞与引当金繰入額 △1,225千円

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

給料手当 22,855千円

貸倒引当金繰入額

賞与引当金繰入額

95千円

△1,170千円

 
※２　当社事業は、顧客の決算期である３月に売上計上さ

れる受注が多いため、第４四半期会計期間に売上高

が偏重する傾向があることから、各四半期の業績に

季節的変動があります。

※２　　同左

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

前第２四半期累計期間
(自　平成21年６月１日
至　平成21年11月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成22年６月１日
至　平成22年11月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成21年11月30日現在)

(千円)

現金及び預金勘定 734,047

有価証券勘定 74,294

預入期間が３か月を超える定期預金 △665,000

償還期間が３か月を超える債券等 △54,894

現金及び現金同等物 88,448
 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成22年11月30日現在)

(千円)

現金及び預金勘定 554,846

有価証券勘定 28,710

預入期間が３か月を超える定期預金 △465,000

償還期間が３か月を超える債券等 △15,071

現金及び現金同等物 103,485
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(株主資本等関係)

当第２四半期会計期間末(平成22年11月30日)及び当第２四半期累計期間(自　平成22年６月１日　至　平成22

年11月30日)

１　発行済株式の種類及び総数

普通株式　　　8,900株

　

２　自己株式の種類及び株式数

普通株式　　 　 949株

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成22年８月26日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 7,951 1,000平成22年５月31日 平成22年８月27日

　

(2) 基準日が当事業年度の開始の日から当四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生

日が当四半期会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

当社は、平成22年７月20日開催の取締役会の決議に基づき、平成22年７月30日に自己株式3,924株を

消却いたしました。これにより、資本剰余金が11,620千円並びに利益剰余金が139,693千円減少し、自己

株式が151,313千円減少しております。

以上の結果、当第２四半期会計期間末において、資本剰余金は353,450千円、利益剰余金は461,475千

円、自己株式は36,594千円となっております。
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(金融商品関係)

有価証券及び投資有価証券が当社の事業運営において重要なものとなっており、かつ、前事業年度の

末日に比べて著しい変動が認められます。　

　

科目
四半期貸借対照表計上額

（千円）
時価（千円） 差額(千円)

有価証券及び投資有価証券 354,136 354,136 ─

（注）１．有価証券及び投資有価証券の時価の算定方法

　　　有価証券及び投資有価証券の時価については、株式・債券については取引所の価格または取引金融機関から提

示された価格によっております。

　　　また、保有目的ごとの有価証券に関する事項については、「有価証券関係」注記を参照ください。

 ２．時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

　　　非上場株式（貸借対照表計上額　4,425千円）は、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難であると

認められるため、「有価証券及び投資有価証券」には含めておりません。

　

(有価証券関係)

その他有価証券で時価のあるものが、当社の事業運営において重要なものとなっており、かつ当該有価

証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額に前事業年度の末日に比べて著しい変動が認められます。

　

区分 取得原価（千円）
四半期貸借対照表計上額

(千円)
差額(千円)

株式 540 380 △159

債券 352,590 353,756 1,165

合計 353,130 354,136 1,005

　

(デリバティブ取引関係)

当社はデリバティブ取引を全く行っておりませんので該当事項はありません。

　

(持分法損益等)

　　　該当事項はありません。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社は、地理及び位置情報事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

    (追加情報)

第１四半期会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平

成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指

針第20号  平成20年３月21日)を適用しております。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第２四半期会計期間末
(平成22年11月30日)

前事業年度末
(平成22年５月31日)

　

１株当たり純資産額 143,740.19円
　

　

１株当たり純資産額 145,366.98円
　

　(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第２四半期会計期間末
(平成22年11月30日）

前事業年度末
(平成22年５月31日）

純資産の部の合計額（千円） 1,142,878 1,155,812

普通株式に係る純資産額(千円) 1,142,878 1,155,812

差額の主な内訳(千円) ― ─

普通株式の発行済株式数(株) 8,900 12,824

普通株式の自己株式数(株) 949 4,873

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式
の数（株）

7,951 7,951

２  １株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第２四半期累計期間

　

前第２四半期累計期間
(自　平成21年６月１日
至　平成21年11月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成22年６月１日
至　平成22年11月30日)

　

１株当たり四半期純損失金額 2,796.89円
　

　

１株当たり四半期純損失金額 536.27円
　

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純

損失のため記載しておりません。

　同左

(注)　１株当たり四半期純損失金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎

項目
前第２四半期累計期間
(自　平成21年６月１日
至　平成21年11月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成22年６月１日
至　平成22年11月30日)

四半期損益計算書上の四半期純損失（千円） 35,363 4,263

普通株式に係る四半期純損失(千円) 35,363 4,263

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ─

普通株式の期中平均株式数(株) 12,644 7,951

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜
在株式で、前事業年度末から重要な変動があった
ものの概要

― ─
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第２四半期会計期間

前第２四半期会計期間
(自　平成21年９月１日
至　平成21年11月30日)

当第２四半期会計期間
(自　平成22年９月１日
至　平成22年11月30日)

　

１株当たり四半期純損失金額 87.01円
　

　

１株当たり四半期純利益金額 3,028.20円
　

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純

損失のため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

　
(注)  １株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上

の基礎

項目
前第２四半期会計期間
(自  平成21年９月１日
至  平成21年11月30日)

当第２四半期会計期間
(自  平成22年９月１日
至  平成22年11月30日)

四半期損益計算書上の四半期純利益又は四半期純
損失（△）(千円)

△1,100 24,077

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失
（△）(千円)

△1,100 24,077

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(株) 12,644 7,951

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益金額の算定に含まれなかった
潜在株式について前事業年度末から重要な変動が
ある場合の概要

─ ─

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年１月12日

株式会社ドーン

取締役会  御中

　

東陽監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    佐々木　寛治    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    鎌　田　修誠　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ドーンの平成21年６月１日から平成22年５月31日までの第19期事業年度の第２四半期会計期間(平成21

年９月１日から平成21年11月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成21年６月１日から平成21年11月30日ま

で)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計

算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は

独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ドーンの平成21年11月30日現在の財政状態、同

日をもって終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年１月11日

株式会社ドーン

取締役会  御中

　

東陽監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    佐々木　寛治    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    鎌　田　修誠    印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ドーンの平成22年６月１日から平成23年５月31日までの第20期事業年度の第２四半期会計期間(平成22

年９月１日から平成22年11月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成22年６月１日から平成22年11月30日ま

で)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計

算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は

独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ドーンの平成22年11月30日現在の財政状態、同

日をもって終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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